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第 2 章では KCI-KBr 固溶体について1.6Kから 923Kの温度領域で行った圧縮試験などの実験結果よ
より，高濃度固溶体においては溶質原子を転位の運動に対する点状障害物とは見なし得ない事を明ら










第 4 章では個々の転位の易動度をエッチピット法により 86Kから室温にわたって測定した結果，
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KCI-KBr 固溶体では刃状転位の易動度が降伏強度を支配する事を示した。
第 5 章では固溶体の ρlα teαu stress が従来の理論では説明し得ない事を示した後， platenv 領域にお
いては運動転位の周囲に形成される溶質原子零囲気より転位の受ける一種の固着力と，ランダムに分
布した溶質原子の応力場より転位の受ける摩擦力の両者を考慮した応力転位速度曲線上の極小応力が





固溶体硬化の問題を研究するために，本論文では転位の観察に有利な KCl・ KBr 固溶体を用い









に ρlαteαu stress は，この曲線上の極小応力で与えられるという考えを提案し，これに従って求めた
結果は実測した plateαu 領域における降伏強度の温度依存性と一致する事を明らかにしている。
以上のように本論文はいくつかの新しい考え方により高濃度固溶体の硬化機構を広い温度域で明ら
かにし，結晶塑性，材料強度の分野などに貢献するところが大きく，博士論文として価値あるものと
認める。
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